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陳情・請願・討論

陳
情

　

12
月
定
例
会
に
４
件
の
陳
情

書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
へ
の
署

名
と
日
本
政
府
へ
核
兵
器
禁
止

条
約
の
批
准
を
求
め
る
意
見
書

提
出
の
お
願
い

宮
城
県
原
爆
被
害
者
の
会

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
連
絡
会

宮
城　

代
表　

炭
谷
良
夫
さ
ん

最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業

支
援
の
拡
充
を
求
め
る
政
府
に

対
す
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る

陳
情
書
の
提
出
に
つ
い
て

宮
城
県
春
闘
共
闘
会
議

　

代
表
幹
事　

高
橋
正
行
さ
ん

介
護
福
祉
施
策
の
充
実
を
求
め

る
国
へ
の
意
見
書
提
出
に
関
す

る
陳
情
書

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
非
営
利

団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
や
ぎ　

　
　

理
事
長　

内
舘
昭
子
さ
ん

平
成
30
年
度
税
制
改
正
に
関
す

る
提
言
に
つ
い
て

一
般
社
団
法
人

宮
城
県
法
人
会
連
合
会

　
　
　

会
長　

菅
原
一
博
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
１
人

人 事
○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意

　

本ほ
ん　

多だ　

究き
わ　

美み

さ
ん
（
若
柳
）
再
任

　

仁に　

木き　

久ひ
さ　

惠え

さ
ん
（
瀬
峰
）
再
任

【
請
願
の
趣
旨
】

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業
被

害
や
家
屋
被
害
が
全
国
的
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

栗
原
南
部
お
よ
び
栗
原
北
部

の
猟
友
会
は
、
も
っ
と
も
多
い

時
に
は
３
５
０
名
以
上
の
会
員

を
有
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
、

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
３
分
の
１

ま
で
減
少
し
て
い
る
。

　

一
方
、
栗
原
市
内
に
お
け
る
、

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
、
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
な
ど
は
年
々
増
加
し
、
最

近
で
は
サ
ル
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
農
作
物
へ
の
被
害
も

増
大
し
、
耕
作
放
棄
地
へ
の
拡

大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

若
い
方
々
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
に
も
、
隊
員
の
待

遇
改
善
と
負
担
軽
減
に
つ
い
て
、

以
下
の
点
に
つ
い
て
請
願
す
る

も
の
。

【
要
望
事
項
】

①
待
遇
改
善
に
つ
い
て

②
捕
獲
奨
励
金
制
度
の
新
設
に

つ
い
て

③
有
害
駆
除
し
た
イ
ノ
シ
シ
や

シ
カ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
処
理

に
つ
い
て

請
　
願

　

月
額
議
員
報
酬
は
県
内
14
市

中
５
番
目
で
年
間
総
額
で
も
７

番
目
で
あ
る
。
栗
原
市
民
一
人

当
た
り
平
均
所
得
年
収
は
平
成

28
年
２
５
０
万
５
４
９
９
円
で

県
内
35
市
町
村
中
27
番
目
、
14

市
中
最
下
位
の
14
位
で
あ
る
。

４
年
連
続
の
議
員
期
末
手
当
引

き
上
げ
は
到
底
市
民
の
理
解
は

得
ら
れ
な
い
と
考
え
る
も
の
で

あ
る
。

　

発
議
第
５
号
栗
原
市
議
会
議

員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及

び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
反
対
し
た
。
本
議
案
は
同
改

正
条
例
に
基
づ
い
て
、
議
会
費

に
52
万
８
０
０
０
円
増
額
補
正

さ
れ
て
い
る
の
で
そ
の
点
に
関

し
て
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

72
年
前
、
広
島
・
長
崎
市
に

原
爆
が
投
下
さ
れ
、
21
万
人
余

が
死
亡
し
た
唯
一
の
被
爆
国
で
、

非
核
３
原
則
を
堅
持
し
、
平
和

外
交
を
進
め
て
来
た
。
市
は
、

平
成
22
年
「
核
兵
器
廃
絶
平
和

都
市
宣
言
」
を
行
っ
て
い
る
。

非
人
道
的
な
核
兵
器
廃
絶
の
た

め
、
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
求
め
ら
れ
る
。
賛
成
す
る
。

　

日
本
が
平
和
で
ひ
た
す
ら
経

済
活
動
を
続
け
ら
れ
る
の
は
、

日
米
同
盟
が
あ
っ
て
こ
そ
。
日

本
列
島
は
ロ
シ
ア
・
中
国
・
朝

鮮
半
島
か
ら
干
渉
は
避
け
ら
れ

な
い
位
置
に
あ
る
。
現
実
に
、

米
国
に
守
ら
れ
て
い
な
が
ら
の

条
約
参
加
は
、
安
全
保
障
政
策

と
矛
盾
し
た
も
の
に
な
り
か
ね

な
い
。
現
段
階
で
反
対
だ
。

　

持
続
可
能
な
「
栗
原
創
生
」

の
担
い
手
と
し
て
意
欲
の
あ
る

人
や
若
い
人
が
議
員
に
立
候
補

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
多
様
な
市
民

の
意
思
や
意
見
・
提
言
を
政
策

と
し
て
実
を
結
ば
せ
、
住
民
福

祉
の
増
進
を
実
現
す
る
こ
と
も

議
会
の
重
要
な
役
割
り
で
あ
り
、

議
員
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
だ
。

発
議
第
５
号　

栗
原
市
議
会
議

員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び

期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

発
議
第
６
号　

核
兵
器
禁
止
条

約
の
署
名
・
批
准
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て

議
案
第
１
４
７
号　

平
成
29
年

度
栗
原
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

「
鳥
獣
被
害
対
策
に
関
す
る

請
願
」
を
採
択

討

論
菅
原
　
勇
喜 

議
員

佐
々
木
嘉
郎 

議
員

菅
原
　
勇
喜 

議
員

佐
藤
　
　
悟 

議
員

三
塚
　
　
東 

議
員

反
対

反
対

反
対

賛
成

賛
成

　

12
月
定
例
議
会
で
は
、
次
の

３
議
案
に
つ
い
て
、
賛
成
ま
た

は
反
対
の
立
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　　　　　議員氏名

件　　名　　　　　

議
決
結
果

採　　　決　　　結　　　果
佐
藤
　
庄
喜

小
野
　
久
一

澤
邉
　
幸
浩

佐
藤
　
千
昭

佐
藤
　
範
男

鹿
野
　
芳
幸

高
橋
　
勝
男

髙
橋
　
義
雄

五
十
嵐
　
勇

石
川
　
正
運

高
橋
　
　
渉

三
塚
　
　
東

沼
倉
　
　
猛

髙
橋
　
　
将

佐
藤
　
　
悟

三
浦
　
善
浩

菅
原
　
勇
喜

佐
藤
　
文
男

阿
部
　
貞
光

濁
沼
　
一
孝

菅
原
　
正
剛

佐
藤
　
久
義

佐
藤
　
　
勇

佐
々
木
嘉
郎

相
馬
　
勝
義

瀨
戸
健
治
郎

発議第 5号 可決 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 反 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 －

発議第 6号 否決 反 賛 反 反 反 反 賛 反 反 反 反 反 賛 反 賛 反 賛 賛 反 反 反 反 反 反 反 －

議案第 147 号 可決 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 －

12 月定例議会での審議結果 ( 意見が分かれた議案について掲載しました )

※　「賛」⇒賛成した議員、「反」⇒賛成しなかった議員、「－」⇒議長のため採決に加わらない
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議案審査

　

12
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
補
正
予
算
や
条
例
は
、
総
務
常
任

委
員
会
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
、
文
教
民
生
常
任
委
員
会
の
そ

れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
を
掲
載
し
ま
す
。

　

く
り
は
ら
交
流
プ
ラ

ザ
の
改
修
事
業
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
改
修
な
ど
の

経
緯
は
ど
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
平
成

23
年
の
地
震
の
際
に
大

規
模
な
修
繕
を
実
施
し
た
ほ
か
、

細
か
な
修
繕
は
毎
年
行
っ
て
お

り
、
近
年
、
特
に
修
繕
箇
所
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
今
回

の
改
修
は
、
18
年
以
上
の
年
数

　

市
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
映
像
制
作
は
、
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
作
り
、
ど

う
放
映
さ
れ
る
の
か
。

　

栗
原
の
日
常
生
活
と

し
て
、
市
内
に
住
む
家

族
と
、
そ
の
地
域
の
人
々
の
暮

ら
し
を
記
録
し
た
も
の
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
い
る
。
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
の
栗
原
市
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

経
過
に
よ
る
設
備
等
修
繕
の
ほ

か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
、
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
な
ど
に
幅
広
く
活

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
環
境

整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

現
在
の
産
業
経
済
部

を
農
林
振
興
部
と
商
工

観
光
部
の
２
つ
の
部
に
組
織
改

編
す
る
理
由
は
何
か
。
ま
た
、

人
員
の
配
置
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

今
回
の
組
織
改
編
は
、

農
業
の
分
野
や
商
工
業

・
観
光
の
分
野
の
強
化
の
た
め

に
行
う
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
よ
り
進
め
、
さ
ら
に
市
長

公
約
に
よ
る
新
た
な
取
り
組
み

を
専
門
的
に
進
め
て
い
く
。

　

全
体
の
職
員
数
が
限
ら
れ
て

い
る
の
で
大
幅
な
増
員
は
見
込

め
な
い
が
、
今
後
、
業
務
内
容

な
ど
を
検
討
し
て
い
く
中
で
、

適
正
な
人
員
配
置
に
努
め
る
。

　

橋
り
ょ
う
点
検
業
務

等
委
託
料
１
０
０
０
万

円
が
増
額
さ
れ
て
い
る
が
、
対

象
箇
所
は
ど
こ
か
。
ま
た
、
現

在
市
が
管
理
す
る
橋
り
ょ
う
の

総
数
と
、
そ
の
う
ち
点
検
済
み

及
び
今
後
の
点
検
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　

今
回
の
補
正
で
若
柳

地
区
の
北
谷
地
橋
と
郡

界
橋
及
び
瀬
峰
地
区
の
樋
渡
橋

の
３
カ
所
の
点
検
業
務
を
委
託

す
る
。
現
在
市
が
管
理
す
る
橋

は
８
５
１
橋
あ
り
、
平
成
28
年

度
ま
で
に
６
８
３
橋
の
点
検
を

行
っ
た
。
ま
た
、
点
検
計
画
の

作
成
は
、
平
成
29
年
度
に
３
４

５
橋
、
平
成
30
年
度
に
41
橋
を

予
定
し
て
い
る
。

　

下
水
道
事
業
費
の
工

事
請
負
費
が
こ
の
時
期

に
１
億
１
４
５
０
万
円
の
増
額

計
上
さ
れ
た
理
由
は
何
か
。

　

補
助
対
象
と
な
っ
て

い
る
委
託
料
、
補
償
、

補
填
及
び
賠
償
金
、
２
款
の
施

設
管
理
費
で
そ
れ
ぞ
れ
請
負
差

金
が
生
じ
た
。
こ
の
た
め
、
工

事
請
負
費
に
予
算
を
組
み
替
え
、

現
在
工
事
の
計
画
が
あ
る
箇
所

の
事
業
の
進
捗
を
図
る
も
の
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
の
費
用
弁
償
及
び
謝

礼
が
増
額
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

対
象
地
区
と
算
定
根
拠
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　

有
害
鳥
獣
の
出
没
・

捕
獲
件
数
が
多
い
栗
駒
、

金
成
、
一
迫
及
び
花
山
の
４
地

区
を
対
象
と
す
る
も
の
で
、
１

月
か
ら
３
月
の
間
に
実
施
隊
員

３
名
体
制
で
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲

を
集
中
的
に
行
う
も
の
。

　

旧
長
崎
小
学
校
体
育

館
電
源
切
替
等
工
事
の

内
容
は
。

　

校
舎
が
雨
漏
り
に
よ

り
配
電
盤
か
ら
漏
電
し

危
険
で
あ
り
、
校
舎
を
経
由
せ

ず
に
体
育
館
に
直
接
電
気
を
送

る
た
め
の
切
替
工
事
で
あ
る
。

　

併
せ
て
、
自
動
火
災
報
知
設

備
の
操
作
盤
が
校
舎
に
設
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
体
育
館

に
移
設
す
る
工
事
で
あ
る
。

　

瀬
峰
中
学
校
の
校
舎

修
繕
と
屋
外
整
備
は
、

中
学
校
側
の
意
見
は
全
て
反
映

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

今
回
の
改
修
は
、
学

校
再
編
に
伴
い
開
校
ま

で
に
最
低
限
必
要
な
施
設
修
繕

で
あ
り
、
今
回
の
修
繕
以
外
に

も
外
壁
や
屋
上
の
防
水
な
ど
の

改
修
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
含

め
る
と
開
校
ま
で
間
に
合
わ
な

い
こ
と
か
ら
、
大
き
な
修
繕
は
、

第
２
次
総
合
計
画
の
中
で
大
規

模
改
修
の
予
定
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
ち
ら
で
対
応
し
て
い
き

た
い
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
で

栗

原

を

Ｐ

Ｒ

ホ
テ
ル
な
ど
を
改
修

く
り
は
ら
交
流
プ
ラ
ザ

産
業
経
済
部
を
改
編

専
門
的
な
取
り
組
み
を

下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
工

事
請
負
費
の
増
額
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の

謝
礼
等
に
つ
い
て

校
舎
工
事
・
改
修
内
容
は

橋
り
ょ
う
点
検
業
務

等
の
委
託
に
つ
い
て

議
案
審
査

問

問

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答 答

答答

答

改修予定のくりはら交流プラザ

点検業務を行う瀬峰地区樋渡（ひわたし）橋


